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● 自己紹介
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◆ 主な研究内容

豊岡市

海の京都観光圏

（地理院地図＜国土地理院＞を利用して作成）

観光に関する実態調査
と経済波及効果の推計

観光地域のスマート化と
データマネジメント

各種データに基づく
観光者行動の把握
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◆ ビッグデータと観光地域のスマート化

（筆者作成）
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● 宿泊業の動向
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◆ 産業別売上高営業利益率

（観光庁［2022］「第１回 観光DX推進のあり方に関する検討会 事務局説明資料」より引用）
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◆ 賃金（年間賃金総額）の推移

（日本銀行金融機構局［2023］「観光産業の現状と課題」より引用）
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◆ 離職率の推移
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（日本銀行金融機構局［2023］「観光産業の現状と課題」より引用）



◆ 人手不足

（京都北都信用金庫［2023］「ほくとしんきん中小企業景況レポート（第83回）」より引用）
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◆ 労働生産性の推移

（観光庁［2023］「観光白書 令和5年版」より引用）
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◆ 労働生産性（16年・21年）
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＊ここでの労働生産性は、従業員1人当たりの純付加価値額である。

（総務省「経済センサス活動調査結果（2016年・2021年）」より作成）

た （単位：百万円）

地域 2016年 2021年 増減率

全国 2.15 1.57 -27.3%

京都府 2.05 1.43 -30.4%

福知山市 2.08 1.52 -27.0%

舞鶴市 1.65 1.43 -13.5%

綾部市 ‐ ‐ ‐

宮津市 2.28 1.92 -15.8%

京丹後市 2.54 2.00 -21.5%

伊根町 2.37 2.12 -10.6%

与謝野町 2.00 1.15 -42.7%

豊岡市 2.62 1.72 -34.5%



◆ 1事業所あたり付加価値率（16年・21年）
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（総務省「経済センサス活動調査結果（2016年・2021年）」より作成）

1事業所当たり

売上金額

1事業所当たり

純付加価値額
平均付加価値率

1事業所当たり

売上金額

1事業所当たり

純付加価値額
平均付加価値率

全国 39.0 16.9 43.2% 34.5 12.3 35.8% -7.4%

京都府 48.3 18.1 37.4% 37.8 12.2 32.3% -5.1%

福知山市 28.2 13.1 46.6% 24.1 8.8 36.5% -10.1%

舞鶴市 21.2 8.8 41.6% 21.3 8.6 40.2% -1.4%

綾部市 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

宮津市 49.9 14.2 28.4% 40.3 12.5 31.1% 2.6%

京丹後市 40.2 17.4 43.2% 38.9 15.1 38.8% -4.4%

伊根町 44.8 15.1 33.7% 35.5 10.5 29.6% -4.1%

与謝野町 18.3 8.2 44.6% 13.3 3.9 29.6% -15.0%

豊岡市 34.0 15.1 44.3% 40.0 11.1 27.7% -16.5%

2021年2016年

地域 増減率

（単位：百万円）



● 宿泊業の高付加価値化
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◆ 市内宿泊事業者の景況感
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（宮津商工会議所［2023］「みやづ経済ダイジェスト Ｎｏ．５５」より引用）

【令和5年3月～6月分】



◆ 付加価値率向上へのアプローチ
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① ②

③

④

（https://www.jpc-net.jp/movement/productivity.html［2023年10月13日閲覧］より引用）



◆ 宿泊業の高付加価値化に向けた取り組み
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（観光庁［2023］「宿泊業の高付加価値化のための経営ガイドライン Ver.1.2」より引用）



◆ 業務効率化の事例①
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（観光庁［2019］「観光や宿泊業を取り巻く現状及び課題等について」より引用）



◆ 業務効率化の事例②

18

（観光庁［2019］「観光や宿泊業を取り巻く現状及び課題等について」より引用）



◆ 顧客単価向上の事例
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（中小企業庁［2021］「中小小売業・サービス業の生産性分析」より引用）



◆ サービス・プロフィット・チェーン
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（恩藏直人・坂下玄哲編［2023］「マーケティングの力」より引用）



● 宿泊事業者のDXに向けて
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◆ デジタルトランスフォーメーションの概念

（経済産業省［2020］「DXレポート２ 中間とりまとめ（概要）」より引用）
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◆ IT活用のチェック項目
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番号 項目 重要度 チェック

1 　連絡手段の電子化（メール） 必須事項 □

2 　情報発信手段の電子化（自社サイト等） 必須事項 □

3 　自社サイトでの直販チャネルの構築 努力事項 □

4 　面的 DX 推進も見据えた宿泊予約管理システム（PMS）の導入 努力事項 □

5 　キャッシュレス決済の導入 努力事項 □

6 　レベニューマネジメントシステムの導入 努力事項 □

7 　デジタルマーケティングの導入 努力事項 □

8 　人事・給与管理システムの導入 努力事項 □

9 　会計管理（仕訳・出納・帳簿管理等）システムの導入 努力事項 □

（観光庁［2023］「宿泊業の高付加価値化のための経営ガイドライン Ver.1.2」より引用し、作成）



◆ デジタル化の導入状況
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（観光庁［2023］「観光DX推進のあり方に関する検討会 参考資料」より引用）



◆ 導入されているデジタルツール

（観光庁［2023］「観光DX推進のあり方に関する検討会 参考資料」より引用）
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◆ 事例：陣屋コネクト（PMS）
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（観光庁［2021］「アフターコロナ時代における地域活性化と観光産業に関する検討会
第２回宿泊業WG 提供資料」より引用）



◆ DX実現に向けたプロセス
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（経済産業省［2023］「中堅・中小企業等向け「デジタルガバナンス・コード」実践の手引き Ver.2.0」
より引用）



◆ デジタル化対応の不足理由

（観光庁［2022］「令和4年版 観光白書」より引用）
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● 観光地全体のDXへ
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◆ 宿泊事業者間におけるデータ連携

30

（観光庁［2023］「宿泊施設を核とした観光地のDX推進に向けた実証事業 事業概要」、観光庁
［2023］「観光DX推進のあり方に関する検討会 観光DXと今後の方向性」より引用）



◆ 地域全体でのDXの実現へ

（観光庁［2022］「令和4年版 観光白書」より引用）
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◆ 宿泊データ分析システム（宮津市）
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（JTB［2023］「観光庁「令和5年度高付加価値化事業」事業者説明会 資料（宮津市）」より引用）



◆ 事例：兵庫県豊岡市①
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（豊岡観光DX推進協議会［2023］「成果報告書“まち全体が一つの温泉旅館”の DX 化実現事業」
より引用）



◆ 事例：兵庫県豊岡市②

34

（豊岡観光DX推進協議会［2023］「成果報告書“まち全体が一つの温泉旅館”の DX 化実現事業」
より引用）



◆ Googleビジネスプロフィールの導入

35

（Liigo［2023］「観光庁「令和5年度高付加価値化事業」事業者説明会 資料（宮津市）」より引用）



● まとめ
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◆ 宮津市の観光DXに向けて①

• 宮津市の宿泊・飲食サービス業では、各事業所の
付加価値率を高め、収益性を上げることが課題に
なっている。

• 宿泊事業者の高付加価値化には、①経営の見える
化、②労働環境の改善、③IT導入による業務効率
化が重要である。

• 特に、予約管理・客室管理・勤怠管理・会計経理な
どを処理する宿泊施設の基幹システムであるPMS（
施設管理システム）の導入が望まれている。
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◆ 宮津市の観光DXに向けて②

• DXは、顧客視点で新たな価値を創出していくために
、ビジネスモデル等の変革に取り組むことであり、デ
ジタルツールを導入するだけでは達成できない。

• また、DXを実現させるためには、事業所内での戦略
策定や意識改革のみならず、必要に応じて、専門的
な外部人材を活用することが求められる。

• さらに、宿泊事業者間におけるデータ連携ができれ
ば、精度の高いデータ分析・予測が可能になり、さら
なる業務効率化や顧客単価の向上が期待できる。
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